
堀
河
百
首
雑
の
歌
題
覚
え
書

内

藤

愛

子

堀
河

百
首
題

は
勅
撰
集

の
歌
題

・
歌
合

の
歌
題

と
さ
れ
ず
、
歌
題

と
し
て
定

着

さ
れ
て

い
な

い
歌
題
が
多
数

を
し
め
て

い
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ

り
、

殊

に
、
恋

・
雑

の
歌
題

の
ほ
と
ん
ど
が
歌
題

と
し
て
み
え
な

い
歌
題

と

い
え
よ

う
。
今

回
は
、
堀
河

百
首

の
雑

の
歌

題
を
取
り
上

げ
て
考
察

を
加
え
て
み
る
こ

と
に
す

る
。

堀
河
百
首

の
雑

の
歌

題
は

「
暁
」
「
松
」
「
竹
」
「
苔

」
「
鶴
」
「
山
」
「河
」
「
野

」

「
関
」
「
橋
」
[
海
路
し
「
旅
」
「
別
」
「
山
家
」
「
田
家
」
「
懐
旧
」
「
夢
」
「
無
常

」

「
述
懐
」
「
祝
」

の
二
十
歌
題

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
四
季

の
歌
題
と
同
様

に
具

象

的
詠
物

題

の
他

に

「
懐
旧
」
「
夢
」
「
無
常
」
「
述
懐
」
「
祝
」
等

の
抽
象

的
な

歌
題
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ま

た
、

こ
れ
ら
雑

の
歌
題
は

『和
漢

朗
詠
集

』
の
歌

(註
1
)

題
や

『
古
今
六
帖
』

の
分
類

に
み
ら
れ
る

の
み

で
あ
る
。
特

に
、
先
学
者

の
方

々
が
指
摘
さ
れ

て
.い
る
よ
う

に

『
和
漢
朗
詠
集
』

の
歌
題
と

一
致

す
る
歌

題
が

多
数
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら

『
和
漢
朗
詠
集
』
と

の
関
係

の
深

さ
が
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

・
『
和
漢
朗
詠
集
』
と

一
致

す
る
歌
題
と
し
て
は

「
暁
」
「
松

」

「
竹

」

「
鶴
」

「
山
」
「
山
家
」
「
田
家
」
「
懐
旧
」
「
無
常
」
「
述

懐
」
「
祝
」
の
十

一
歌
題
に
及

び
、
類
似

し
て
い
る
歌
題
と
し

て
は

「
旅
」
「
別
」

の
二
歌
題

で
あ
る
。
ま
た
、

一
致

し
な

い
歌
題
と

し
て
は

「
苔
」
「
河
」
「
野
」
「
関
」
「
橋
」
「
海
路
」
「
夢
」

の
七
歌
題

に
す
ぎ
ず
、
雑

の
歌
題

の
選
択
形
成

に
お

い
て

『
和
漢
朗
詠
集
』
と

の
な

ん
ら

か
の
関
係
を
認

め
な

い
訳

に
は
い
か
な

い
。

こ
の
よ
う

に
、
堀
河
百

首
題

の
雑

の
歌
題

の
源
泉

を

『
和
漢
朗
詠
集
』

に
求

め
る
な
ら
ば

『
和
漢
朗
詠

集
』

の
歌
題
と

一
致

し
な

い
歌
題

は
ど

の
よ
う
な
選
択
億
識

に
拠

っ
た

の
で
あ
'

ろ
う

か
。

そ
れ

を
知

る
た
め
の

一
段
階

と
し
て
、
堀
河
百
首

は
題
詠
が
不
可
欠
な
要
素

で
あ

る
か
ら
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
と

一
致

し
な

い
歌
題
を
歌
人
達
が
ど

の
よ
う

に
と
ら

え
て

い
る
か
を
調
査
す

る
こ
と
に
拠

っ
て
そ
の
歌
題

の
選
択
意
識

を
知

る
手
が

か
り
に
な

る
だ

ろ
う
。

ま
ず
、

『
和
漢
朗
詠
集

』
と

一
致

し
な

い

「
苔

」
「
河

」
「
野
」
「
関
」
「
橋
」

「
海
路

」
「夢

」

の
七
歌
題

を
調

べ
て
み
る
と
、

こ
れ
ら
七
歌
題

の
う
ち

「
苔
」

「
夢

」
の
二
歌
題

を
除

い
た
五
歌
題

に
共
通

な
傾
向
が
指
摘

さ

れ

る
。

そ

れ

は
、

い
ず

れ

の
歌

題
も
歌
枕
及
び
地
名

を
詠

み
込
ん
だ
詠
歌
が
多
数

を
し
め
て

い
る
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。

因
み
に
、
雑

の
歌
題
に
お

い
て
歌
枕
及
び
地
名

を
詠

み
入
れ
た
詠
歌
数

を
歌

題
別

に
整
理
し

て
み
る
と
次

の
よ
う

で
あ
る
。
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・
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二

4

こ

の
よ
う
に

「
暁
」
「
竹
」
「
山
家
」
「
田
家
」
「
夢

」
等

の
よ
う

に
歌
枕

や
名

所

を
詠

み
入
れ
た
歌
が
な

い
歌
題

で
あ

り
、

「山
」
「
河
」
「
野
」

「,関
」

「
橋
」

「、海
路

」
の
よ
う

に
歌
枕

や
地
名

に
拠

っ
た
詠
歌
が

十
首
以

上
み
ら

れ
る
歌
題

が
あ

る
。
歌
枕

に
拠

っ
た
詠
歌
が
多

い
歌
題

の

「
山
」
以
外

の
歌
題

は

『
和
漢

朗
詠
集

』
と

一
致

し
な

い
歌
題

で
あ

惹
。

し
か
も
、
堀

河
百
首

の
雑

の
歌
題
配

列

か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ら

六
歌
題
が
集
中

し
て

い
る
。
そ

の
こ
と

か
ら
す

る
と

意

識
的
な
配

列
構

成
が
な
ざ

れ
で

い
る
と
推
察

す
る
こ
と
が

で
き

る
。

今
回
は
そ

の
六
歌
題
を
取

り
上
げ

て
私

見
を
述

べ
て
み
た

い
。
ま
ず

は
、

こ

れ
ら

の
歌
題

の
歌
枕

地
名

を
上
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

山
は
、
葛
城
山

・
妹
背

山

・
佐
夜

の
中

山

・
越

の
尾
山

・
富

士
の
柴

山

・
小

泊
瀬

の
山

・
荒
山

・
筑

波
山

・
黒
髪
山
∵

真
弓
山
∵

足
柄
山

(
11
)
で
あ

る
。

河

は
、
穴
師
川

・
檜
阪
川

・
鈴
香
川

・
隅
凪
川

・
境
川

・
美
奈

瀬
川

・
三
輪
川

・
大
井
川

・
桂
川

・
阿
武

隈
川

・
水
無
川

・
大
川

・音

羽
川

・見
馴
州

(
14
)

で

あ

ゐ
。
野

は
、
小
野

.9入
野

.
宮
城
野

・
「あ
け
野

の
原

.
嵯
峨

.・武

蔵
野

.
猪

名
伏
原

・
岩
手
野

・
粟
津
野

・
布
留
野

(
11
)

で
あ

る
。
関
は
、
相
坂

の
関

・

須
麿

の
関

・
清

見

ケ
関

漕
砺
波

の
関

・
勿
来

の
関

・
白
川

の
関

・
衣

の
関

・
川

旧
の
関

(
8
)

で
あ

る
。
橋

は
、
板
倉

の
橋

.
瀬
田

の
橋

・
浜
名

の
橋

・
佐
野

の
舟
橋

・
真
野

の
継
橋

・
小
墾

田
の
板

毋
の
橋

・
宇
治
橋

・
布
留
野
沢

・
八
橋

・
木
曽
路

の
橋

(
10
)

で
あ

る
。
海
路

は
、
武
庫
浦

・
淡
路

の
瀬
戸

・
伊
良
湖

崎

・
淡
路
嶋
絵
島

ケ
磯

・
猪
名
野

の
沖

・
求
塚

・
奈
呉

の
浦

・
由
良

の
門

・
大

嶋

・
天

の
橋
立

(
10
)

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、

い
ず
れ

の
歌
題
も
歌
枕

の
種
類
が
多
く
詠
ま
れ

て
い
る
傾
向

が
捉

え
ら
れ
る
。
殊

に
、

「
山
」
と

「
海
路
」

の
歌
題

は
同
様

の
歌
枕

に
拠

っ

た
詠

歌
が
み
ら
れ
ず
、
少
な

か
ら
ず
、

こ
れ
ら

六
歌
題

に
お
い
て
歌
枕
地
名

へ

の
強

い
関

心
が
窺

え
る
。

次

に
、
各
歌
題

ご
と
に
具
体
的

に
歌
枕

地
名

を
検
討

し
て
み

た
い
。

こ
の
六

(註
2
)

歌

題

の
う
ち
、

「
橋

」
に
関

し
て
は
拙
稿

で
触
れ

て

い
る
の
で
今
回

は
省
く

こ

と
に
す
る
。

(
山
〉

勅

撰
集

の
雑

に
お

い
て
は
歌
題

と
し
て
み
え
ず
、

主
題

と
し
て
山

は

『
拾
遺

集

』
以
来
み
ら
れ
る
。
`

堀
河
百
首

に
お

い
て

の
歌
枕
、
地
名

は
葛
城
冉

ハ
㎜
)
妹
背

山

(
3631
)

佐
夜

中

山

(
4631
)
越

の
尾
山

(
躡
)
富

士

の
柴

山

(
鯔
)
小
泊
瀬

の
山

(
器
)
荒

山

(
9631
)
筑
波
山

(
㎜
〉
黒
髪
山

(
齠
)
真
弓
山

(
蠅
)
足
柄
山

(
蠅
)
で
あ

る
。

そ

の
う
ち
、
葛
城
山

.
妹
背
山

・
小
泊
瀬
山

・
荒

山

・
筑

波
山

・
黒

髪
山

・
足

柄
山
は

『
万
葉
集
』
に
詠

ま
れ
て

い
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
越

の
尾

山

・
富

士

の
柴
山

・
荒
山

・
黒
髪
山

・
真
弓
山

・
足
柄
山
は
堀
河
百
首

以
前

の
勅
撰
集

に
は
み
ら
れ
な

い
地
名

で
、
そ
れ
ら
が
半
数

以
上
を
し

め
て

い
る
。

そ

の
う
ち
、
荒
山
と
真
弓
山

は

『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索

引
』
に
各

タ
そ

の

詠
歌

プ
首

の
み
が
上
げ
ら
れ

て
.い
る
。

跏

う

は
そ
く

は
行

ひ
す
ら

し
ま
き

の
立
あ
ら
山
中

に
ま

ふ
し
さ
し

つ
つ

蠅

引

つ
れ

て
ま
と
ゐ

せ
ん
と
や
お
も

ふ
と
ち
春

は
ま
ゆ
み

の
山

に
入
ら

ん

　麟
の
荒
山

は

『
八
雲
御
抄
』

に
豊
前
と
あ
る
が
、
地
名

で
は
な
く
、
単
に
、

一一73一



荒
れ
た
る
山
と
解
釈

が
可
能

で
あ

る
。

『
万
葉
集
』

に
お
い
て
荒
山
を
詠
み
入

ぶ

う

れ
た
歌

(
祖

.
⑳

.
蹴
)
が

み
ら

れ
、
地
名
と
解
釈
も

で
き
な
く
は
な

い
。
荒

山

は
勅
撰
集

に
み
え
ず

『
万
葉
集
』

の
み
に
詠
歌
が
み
ら
れ

る
点
か
ら
す
れ
ぽ

少

な
か
ら
ず
出
典

は
『
万
葉
集
』
と
言

っ
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

師
の
真

弓
山

は
類
歌
が
な
く
新
奇
な
歌
枕
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
真
弓

の
生

い

茂

る
山
と
解
釈
す

る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
真
弓
山
は
典
拠
が
判
明
し
な

い

が
万
葉
風
な
詠
歌

に
仕
立

て
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

鯔
の
越

の
尾
山
が
詠
ま
れ
た
歌

は
こ
の
顕
季

の
歌
と
帥
中
納
言

俊

忠

集

13

(
『
私
家
集
大
成
中
古

1
』
)

に
み
え
る

の
み

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
家
集

に

お

い
て
堀
河
百
首

の
詠
出
歌
人
達
と

の
贈
答
歌
が
み
ら
れ
、
俊
忠

と
歌

人
達

と

の
交
流
関
係
が
認

め
ら
れ
る

こ
と

か
ら
、
越

の
尾
山
は
あ
る
共
通

の
基
盤

に
拠

っ
て
詠
ま
れ
た
歌
枕
ど
捉
え
ら
れ
る
が
、
少

な
く
と
も
当
時
代

に
は
詠

ま
れ
て

い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
越

の
尾
山
は
歌
学
書
類
に
見

ら
れ
な

い
が

『
五
代
集
歌
枕
』

に
お

い
て
越

の
大
山
ー
越
中

と
あ

り
、
『
万
葉
集

』
嬲
に
詠
歌

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
越

の
大
山
と
混
淆

し
た
と
推

測
が

で
き

る
だ

ろ
う
。

粫

嶺

だ
か
き

こ
し
の
尾
山
に

い
る
人

は
し
は
車

に
て
く

た
る
也
け

り

捌

お
ほ

つ
か
な
こ
し
の
を
や
ま
の
し
ゐ
し
は
の
あ

を
は
も
み

へ
す

つ
も

る

し
ら
雪

こ

の
よ
う
に
、
勅
撰
集

に
み
え
な

い
歌
枕
地
名
も
や

は
り
『
万
葉
集
』
と

の
関

係

が
み
ら
れ
、
そ

こ
に
典
拠
を
求

め
ら
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う
。

黒
髪
山

は

『
万
葉
集
』

に
詠

ま
れ
た
地
名

で
、

嬲
で
は
黒
髪

の

掛

詞

で

あ

り
、
白
髪
と
対
照
語
と

し
て
用

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歌
枕

に
拠

っ
た
技
巧

的
な
詠
歌

は
こ
の

一
首

の
み

で
あ
る
。

鏘

む

は
玉

の
黒
髪
山

の
い
た

二
き
に
雪
も

つ
も
ら
は
し
ら
か
と
や
み
ん

ー「
山
」
に
お

い
て
の
歌
枕

地
名

は

『
万
葉
集
』
を
典
拠
と
し

て
い
る
と
思
わ

.れ
る
も

の
が
多
数
を
占
め
て

い
る
と
言

え
る
。

〈
河
V

河

を
主
題

と
し
た
詠
歌
が
勅
撰
集

の
雑

の
主
題
と

し
て

『
古
今
集
』
以
来
み

ら
れ
、
歌
枕
が

詠

み
込

ま
れ

た
歌

は

『
拾
遣
集
』
雑
上
よ
り
み
ら
れ
る
。

堀
河
百
首

の

「
河
」

で
、
歌
枕
、
地
名

の
使
用

し
た
詠
歌

は
十

六
首
中
十
五

首

に
及
び
、

ほ
と

ん
ど
が
詠
ま
れ

て
い
る
。
歌
枕

・
地
名
は
穴
師
川

(
7731
)
檜

隈
川

(
8731
)
鈴
香
川

(
㈱
)
隅
田
川

(
㎜
)
境
川

(
㎜
)
美
奈

瀬
川

(
齦
)
三

輪
川

(
3831
)
大
井
川

(
鰍
)
桂
川

(
脳
)
阿
武
隈
州

(
髑

・
脇
)
水

無
川

(
甜
)

大
川

(
9831
)
音
羽
川

(
㎜
)
見
馴
川

(
㎜
)

で
あ

る
。

こ
の
う
ち
、
掛
詞

・
縁
語
等
と
し

て
地
名

を
用

い
た
修
辞

技
巧
が
み
ら
れ
る

詠
歌

は
次

の
五
首

で
あ
る
。

㈱

わ
き

か

へ
り
岩

こ
す
波

の
た
か
け
れ
は
山
ひ
ひ
か
せ
る
鈴
香
川

か
な

　㎜

名

に
し
お

は
』
あ

ふ
く
ま
川
を
渡

り
み
ん
恋

し
き

人
の
影
や
う

つ
る
と

　醜

濡
き

め
と

い
ふ
に
つ
け
て
や
流

れ
け
ん
あ

ふ
く

ま
川

の
な

こ
そ
惜
け
れ

鵬

波
た

か
く
音

に
き

x
う
る
音
羽
川

け
に
す
き

ま
う
き
渡

り
也
け
り

　襴

い
そ
け
と
も
わ
た
り
や
ら

れ
ぬ
み
な

れ
川
見
馴

し
人

の
影
や
と
も

る
と

嬲
は
鈴

香
川

に
鈴

を
掛

け
、

「
響
く
」
を
縁
語
と

し
て
引

い
て
い
る
。

髑

・

嬲
は

い
ず

れ
も
阿
武
隈
川

に

「
あ

ふ
」
を
掛
け
た
人
事
詠

で
あ

る
。

㎜
は
音
羽

川

の
音

と

〃
音

に
き
く
"
音
を
重

ね
る
技
巧
が
み
え

る
。

蹴
の
見
馴
川
は
見
馴

-

」

,

し
を
引
く

た
め
に
用

い
ら
れ

て
い
る
。

堀
河
百
首
成
立
以
前

の
勅
撰
集

に
み
え
な

い
歌
枕
地
名

は
穴
師
川

・
檜

隈
川

・
鈴
香
川

・
隅

田
川

・
境
川

・
美
奈
瀬
川

・
三
輪
川
、・
桂
川

・
大
川

・
見
馴
川

と
多
く
み
ら
れ
、

そ

の
う
ち
、
『
万
葉
集
』

に
あ
る
歌
枕
地
名
は

穴
師
川

・
檜

隈
川

・
鈴
香
川

・
美
奈
瀬
川
が
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た

『
万
葉
集

』
を
発

想

の
典

拠
と

し
た
詠
歌

は
㎜

・
㎜

の
二
首

で
あ
る
。

・
嬲

今
よ
り

ひ
の
く
ま
川
に
駒

と
め
し
か
し
ら

の
雪

の
か
け
う

つ
り
け
り

鄒
は
直
接

『
万
葉
集
』
緲
を
引

い
た
か
は
疑
問

だ
が
、
鋤
は

-『
古
今
集

』
㎜

一r?4一



や
『
源
氏
物
語
』
の
葵

・
椎
が
本

に
引
歌
さ
れ

て
お
り
、
駒

を
と

め
る
と

い
う
意

を
導

い
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
発
想
を
典
拠
と

し
て
詠

ま
れ

た
と
思
わ
れ

る
。

腰

さ
ひ
の
く
ま
檜
隈
川

に
馬
と

と
め
馬

に
水

か

へ
我

よ
そ

に
見
む

ヨ蹴

か
ま
く
ら
や
み
こ
し
か
た
け
に
雪
消

て
み
な

の
瀬
川

に
水

ま
さ

る
な
り

㎜
は

『万
葉
集
』
響

本
歌
と
し
た
詠
歌
で
あ
り
、
蓁

瀬
川
が
詠
ま
喫

歌

は

『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引
』
に
は

こ
の
歌

の
み
で
あ

る
。
ま
た
、

魏
の

境
川
も
同
様

に
こ
の
歌

の
み

で
、
境

川
は
新

し

い
歌
枕

、
地
名

と
言
え
よ
う
。

鏘

ま
愛

し
み
さ
寝

に
吾

は
行
く
鎌
倉

の
美
奈

の
瀬
川

に
潮
満

つ
な
む
か

ヨ謝

舟
も
な
く
岩
波

た
か
き
惑

か
ひ
川
水
ま
さ
り
な
は
人
も

か
よ
は
し

こ
の
よ
う

に
、
河

で
も

や
は
り
、

『
万
葉
集
』

に
典
拠
を
求

め
ら
れ
る
歌
枕

地
名
が

目
に
付
き

、
地
名
歌
枕

に
寄

せ
た
修
辞
技
巧
も
み
ら
れ

る
。

〈
野
V

野

を
主
題

と
し
た
詠

歌
が
勅
撰
集

の
雑

の
主
題

に
は
な
く
、

『
拾
遺
集
』
雑

下

に
安
達

ケ
原

(
955
)
が
み
ら
れ
る

の
み
で
、
こ
の
詠
歌

は
主
題
配
列

か
ら
す

る
と
名
所
歌

・
歌
枕
歌
と
掟

え
ら
れ
る
。

堀
洵
百
首

の

「
野
」

に
お
け
る
歌
枕

、
地
名

は

小

野

(
師

・
鰯
)
宮
城
野

(
8

0

4

39

・
40

・
40
)
あ
け
野

の
原

(
餬
)
嵯
峨

(
闘
)
武
蔵

野

(
鯉
)
猪
名
伏
原

(
304
)
岩
手
野

(
踊
)
粟
津
野

(
跚
)
布

留
野

(
螂
)

で
あ
る
。

地
名
を
掛
詞

・
縁
語
と

し
た
詠
歌

は
甜

・
痴

・
麟

・
躙
の
四
首

で
あ
る
。

斯

梓
弓

い
る
野

の
草

の
深
け
れ

は
あ
さ
行
人

の
袖
そ
露
け
き

ヨ獅

と
も

が
く
も
人

に
は
い
は
て
の
野

へ
に
き

て
千
種

の
花
を

ひ
と
り
み
る

-

哉

媽

我

せ
こ
か
か
り
に
の
み
く

る
あ

は
つ
野

に
鶉
鳴
也
草

か
く
れ

つ
x

娚

い
に
し

へ
の
ふ
る
野

の
道

を
た

つ
ね
き

て
清
水
庵
む
す

ひ
つ
る
哉

ユ㎜

の
入
野

は

「
射

る
」
の
掛
詞

で
、
梓

弓
は
射

る
に
か
か
る
枕
詞

で
あ

る
。

瀰
の
岩
手
鷺

コ
=.わ
歪

に
掛
け
て
あ
り
、
蠅
の
粟
津
鷺

篷

わ
ず
L
の

掛
詞

で
、

「
鳴
く
」

に

「
泣
く
」
が
掛
け
て

い
る
。
眺

の

「
布
留
野
」
は

『
万

葉
集

』
に
み
る
地
名

で

「
経

る
」

に
掛
け
、

し
か
も

「
い
に
し

へ
」

の
縁
語
と

し
て
も
凪
川
い
ら
れ
て

い
る
。
、ま
た
、
こ
の
歌

は

『
古
今
集

』
躅
(
『
古
今

六
帖
』

ヨ驪
)
を
本
歌
と
し
た
詠

歌
で
あ
る
。

3
麟

い
に
し

へ
の
野
中

の
し
水

ぬ
る
け
と
も

と
の
心
を
し
る
人
そ
く

む

こ
れ
ら
は
地
名

に
寄

せ
た
修
辞

技
巧

が
目
立

っ
て

い
る
。

ア

次

に
、
堀
河
百
首
成
立
以
前

の
勅
撰

集

に
み
ら
れ
な

い
歌
枕

、
地
名

は
嫻
入

野
、

㎜
明
野

の
原
、

痴
岩
手
野
が
あ
り
、
入
野

は

『
五
代
集
歌
枕
』
に
国
不
審

と
あ

り
、

『
万
葉
集
』

㎜
に
詠
歌
が
み
ら
れ
る
。
跏

の
明
野

の
原
が
詠

ま
れ
た

歌

は

『
平
安
歌
和
歌
枕
地
名
索
引
』

に
こ
の

一
首

の
み

し
か
み
え
ず

、
特
殊
な

歌
枕
地
名
と

い
え
る
。
岩
手
野
も
同
様

に
詠
歌
が
少
癒
く
、
堀
河
百
首
以
後

の

私
家
集

で
あ

る

『
如
願
法
師
集

』
認

(
『
私
家
集
大
成
中
世

1
』
)

に
み
、兄
る
の

み
で
珍
し

い
歌
枕

地
名

と
言
え
る
だ

ろ
う
。

躙

月
き
よ
み
明

の
乂
原

の
夕
露

に
さ

Σ
め
わ
け
く

る
衣
さ

ぬ
れ
ぬ

野

に
お

い
て
は
、
修
辞

技
巧
と
し
て

の
地
名
が

多
く

あ
り
、
出
典

を
万
葉

に

求

め
た
地
名
や
新

奇

の
歌
枕
は
数
少
な

い
と
言
え
る
。

〈
関
〉

勅
撰
集

の
雑

の
部
立

に
お
い
て
、
関
を
主
題
と
し
た
詠
歌
は
堀
河
百
首
成
立

以
前

の
勅
撰
集

に
み
ら
れ
ず

、

『
新
古
今
集
』
雑
中

に
須
磨

の
関

(
8951
)
不
破

の
関

(
995
)

の
こ
首
が
歌
枕
名
所
歌

の
配
列

の
な

か
に
見
出

せ
る
。

ユ

堀
河
百
首

の

「
関
」

で
歌
枕
地
名
を
詠
じ
た
歌

は
十

六
首
中
十
四
首

で
、
そ

れ
ら
歌
枕

を
上
げ

る
と
次

の
よ
う
で
あ

る
。
相
坂

の
関

(
0

0

q

・
翌
)
須
磨

の
関

(
-

ρ0

Ω1を

41

・
41

・
42
)
清
見

ケ
関

(
跏
)
砺
波

の
関

(
㎜
)
勿
来

の
関

(
鯉

.
跚

.

翊
)
白
川

の
関

(
儒Y墨

90

41

・
翌
)
衣

の
関

(
螂
)
川

降
の
関

(
嬢
)

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
縁
語
及
び
掛
詞
と
し

て
地
名

を
用

い
た
詠

歌
は
跚

・
㎜

・
,膿

・
遡

・

、

鯲
で
あ
ゆ
、.
そ

の
う
ち

の
跏

・
跏

.幽

の
三
首
は

い
ず
れ
も

宀
勿

来
ね
に

「
な

,-175一



来

そ
」
を
掛
け

た
恋
愛
歌

で
あ

る
。

跏

な

に
し
お
は
N
勿
来
と

い
ふ
も
我
妹
子

に
我

て
ふ
ご
さ

は
ゆ

る
せ
関
守

跏

相
坂

は
越

に
し
も

の
を
今

は
た
N
な

こ
そ

の
関

の
名

こ
そ

つ
ら
け
れ

遡

恋
わ

ひ
て
昨
日
も
け

ふ
も

こ
ゆ

へ
き

に
な

こ
そ

の
関
を
誰
か
す

へ
け

ん

を域
は

『
後
撰
集
』
恋

二
鵬
小
八
条

御
息

所

の
歌
を
出
典
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ

る
。
鵬

た
ち
よ
ら
ぽ
か
げ
ふ
む
ば
か
り
近

け
れ
ど
誰

か
勿
来

の
関

を
す
ゑ
け
ん

ヱ蛻

に
お

い
て

「
須
磨
」
は

「
澄

む
」
に
掛

け
て
お
り
、
躅
は

「
白
川
」

の
縁

語

と
し
て

「
流

れ
ゐ
」
が
用

い
ら
れ
て

い
る
。

蹴

、
月
影
の
明

石

の
浦

を
み
わ
た
せ
ば

心
は
す

ま
の
関

に
と

ま
り
ぬ

㈱

こ
え
ぬ
よ
り
思
社

や
れ
陸
奥

の
名

に
な
か
れ
た
る
白
川

の
関

こ
れ
,ら

の
掛
語

・
縁
語

は
い
ず
れ
も
目
新

し
い
手
法
と

は
言
え
な

い
。

ま
た
、
堀

河
百
首
以
前

の
勅
撰
集

に
見
ら
れ
な

い
歌
枕
、
地
名

は
砺
波

の
関

.
川

口
の
関
が
上
げ
ら
れ
、
砺
波

の
関

は

『
万
葉
集
』

鰯
に
み
え
る
歌
枕

で
、

『古
衾

』
㎜
(『今
真

帖
』
躅
)
の
歌
を
発
想
の
典
齟
と
し
・
万
葉
的
詠
歌

3

に
仕
立

て
て
い
る
。

協

〆
い
も
か
家

に
く
も

の
振
舞

し
る
か
ら

ん
と
な
み

の
関
を
け
ふ
越

く
れ
ば

跏

わ
が
せ
こ
が
く
べ
髫

よ
ひ
也
さ
さ
か
に

の
く

も

の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し

る
し
も

　

う

　

即
の
川

口
の
関

は

『
古
今

六
帖

』
獅

・
柳
に
詠

ま
れ
て
い
る
の
み
で
、

こ
れ

ヨ

ヨ

ら
は

『
催
馬
楽

』
36
河

口
を
基
と

し
て
お
り
、

蛻
も

ま
た

そ
こ
に
発
想
が
求

め

ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

跏

も

る
人
も

ま
た
た
え
な
く

に
川

口
の
関

の
く
き

ぬ
き

は
や
朽

に
け
り

36

河

口
の

関

の
荒
垣
や

関

の
荒
垣
や

守
れ
ど
も

は

れ

守

れ
ど

も

出

で
て
我
寝
ぬ
や

出

で
て
我
寝
ぬ
や

関

の
荒
垣

こ
の
よ
う

に
ハ

「
関
」

に
詠

じ
て

い
る
歌
枕
地
名
は
他

の
歌
題

に
比
べ
て
そ

の
種
類
が
少
な
く
、

『
万
葉
集

』
に
出
典

を
求

め
ら
れ

る
地
名
も
少
な

い
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
勅
撰
集

に
お

い
て
主
題
と

し
て
見
ら
れ
な

い
こ
と

か
ら
、
新

し

い
主
題

で
あ

る
こ
と
と
関
連

し
て
歌
枕

の
数
が
少
な

い
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

〈
海
路
V

勅
撰
集

の
雑

の
部
立

に
お
い
て
、
主
題
と
し

て
海

は
見
ら
れ

る
が
堀
河
百
首

以
前

に
は
海
路
を
主
題
と
し
た
詠
歌

は
見
出

せ
ず
、
主
題
と
し

て
も
新

し

い
。

歌
枕
、
地
名

は
武
庫
浦

(
1441
)
淡
路

の
瀬
戸

(
躍
)
伊
良
湖
峰

(
脇
)
淡
路

嶋
絵
島

ケ
磯

(
4441
)
猪

名
野

の
沖

(
囲
)
求
塚

(
脇
)
奈

呉

の
浦

(
撕
)
由
良

の
門

(
054鱒7
1
)
大
嶋

(
嬲
)
天

の
橋
立

(
跏
)

で
あ
り
、
歌
枕

に
拠

っ
た
詠
歌

は

十
首
あ
り
、
そ

の
各

々
が
違

う
も

の
が
詠

み
込

ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち

大
嶋

と
天

の
橋

立
を
除

い
た
地
名

は
堀
河

百
首
以
前

の
勅
撰
集

に
は
み
ら
れ
な

い
も

の
で
あ
る
。

そ

の
う
ち

の
武
庫
浦

・
奈
呉

の
浦

・
求
嫁

は

『
万
葉
集
』

に
詠

ま
れ

て
い
る

ア

ワロ

も
の
で
、
拠
は

『
万
葉
集
』
巻
十
七

凱
を
引
用

し
、

協
は

『
万
葉
集
』

㎜

・
㎜

　
.
拗
や

『
大
和
物
語
』

川
段

に
み
宜

る
菟
原
処
女

の
伝
説
を
典
拠
と

し
た
俊
頼

の
詠
歌

で
あ

る
。

曲

か
さ

は
や

の
沖
津
塩
さ

ひ
高
く
と
も

い
た

て
に
は
し
れ
む

こ
の
浦
ま
て

呶

こ
し
の
海
あ
ゆ

の
風
吹
な

こ
の
う
ら

に
舟

は
と

二
め
よ
な
み
枕
せ
ん

脇

も
と

め
塚

お
ま

へ
に
か
エ
る
柴
舟

の
き
た
け

に
な
り
ぬ
よ
る
方

を
な
み

ま
た
、
伊
良
湖
崎
.
.
絵
島

ケ
磯

・
由
良

の
門
は
成
立
以
前

の
勅
撰
集

に
詠

歌

は
み
ら
れ
な

い
が
当
代

の
歌
人

の
私
家
集

に
そ

の
歌
枕
地
名

に
拠

っ
た
歌
が

み

ら
れ
る
。

媚

・波

の
お
る

い
ら
こ
か
崎

を
出
る
舟

は
早
こ
ぎ

わ
た
せ
し
ま
き
も
そ
す

る

蝴

淡

路
嶋
絵
嶋

か
磯

に
あ
さ
り
す

る
た
な

玉
し
小
舟

い
く

よ

へ
ぬ
ら

ん

捌

か
け
さ
か
り
ゆ
ら

の
と
渡

る
柴
舟

の
こ
き

を
く
れ

た
る
歎
き

を
そ
す

る
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絵
島

は

『
散
木
奇

歌
集

』
脳

(『
私
家
集
大
成
中
古

∬
』
)

に
詠

ま
れ
、
そ

の

詞
書

に

「
く

た
り
さ
ま
に
、
あ

は
ち
の
ゑ

し
ま
を
、
面
白
と
聞

お

き

た

る

所

也
」
と
あ
り
、
当
時

に
は
知
ら

れ
て
い
た
島
と
思

わ
れ

る
℃

躍
.
思

ひ
き

や
ゑ
し
ま
見

し
夜

の
曙

に
け

ふ
の
明
石

の
袖

の
げ

し
き
を

伊
良
湖
崎

は

『
堀
河

百
首
』

㎜
(『
千
載
集
』

躙

・

『
顕
季
集
』
脱
)

の
顕
季

の
詠
歌

や
『
江
帥
集
』
50
(『
私
家
集
大
成
中
古

∬
』
)
な
ど

の
詠
歌

に
み
ら
れ
る
。

脇

玉
も

か
る
い
ら

こ
か
崎

の
い
は
ね
松

い
く
世
ま

て
に
か
年

の

へ
ぬ
ら

ん

甲

あ
ま

の
か
る
い
ら

こ
か
さ
き

の
な

の
り
そ

の
な

の
り
も
は

て
ぬ

ほ
受

き
す

か
な

.虫
良

の
門

は

『
曽
丹
集
』

姻
に
み
え
、
し

か
も

鰡
は

こ
の
歌
を
本
歌
と
し
た

詠
歌

で
あ

る
。
ま

た
、

『
散
木
奇
歌
集
』
㎜

に
も
詠
ま
れ
て

い
る
。

蜘

ゆ
ら

の
と
を
わ
た
る

ふ
な
人
か
ち
を
た
え
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
こ

ひ
の
み
ち

・
か
な

捌

風
を

い
た
み
ゆ
ら

の
と
わ
た
る
し
は
舟

の
し
は
し
こ
が
れ
て
よ
を
す
ご

さ
は
や

こ
の
よ
う

に
、」
堀
河
百
首

以
前

の
勅
撰
集

に
は
詠
ま
れ
て

い
な

い
が
堀
河

百

首
詠
出
歌
人

の
詠
歌

に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
絵
島

ケ
磯

・
伊
良
湖
崎

・
由
良

の
門
は
当
時

に
お

い
て
詠
ま
れ
て

い
た
歌
枕
地
名

と
言
え
る
だ

ろ
う
。

「
海
路
」
に
お

い
て

の
歌
枕

は
堀
河

百
首
以
前

の
勅
撰
集

に
み
え
な

い
歌
枕

・
地
名
が
多
数

を
占
め
、
そ

の
中

に
は

『
万
葉
集
』
を
典
拠
と
し
た
地
名
も
見

え
る
が
数

は
少

な

い
。
殊

に
、
堀
河

百
首

と
同
時
代

に
詠

じ
ら
れ

た
も

の
が
見

ら
れ
る

の
は
「海

路
」
と

い
う
歌
題

の
新

し
さ
と
無
関
係

に
は
考

え
ら
れ
な

い
。

以

上

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
歌
題

に
お
け
る
歌
枕

地
名

は
、
堀
河
百
首
成
立

以
前

の
勅
撰
集

に
見
ら
れ
な

い
歌

枕
地
名

や
・
『
万
葉
集
』
を
典
拠
と

し
て
い
る

釶
名

が
多
数

な
占

め
て
恥
る
こ
と
が
特
徴
と
言

え
ゐ
だ

ろ
う
。
そ
熟
ら

ρ
う
ち
、

「真

弓
山
」

「
境
川
」
「
明
野

の
原
」
「
岩
手
野
」

の
よ
う

に

『
万
葉
集
』
や
勅

撰
集

に
詠
歌

の
み
ら

れ
な

い
と

い
う
特
殊
な
も

の
が
あ

る
。
ま

た
、
勅
撰
集

に

な

く
当
時

に
詠
ま
れ
た
歌
枕
地
名

と
し
て

「
越

の
尾
山
」
「
伊
良
湖
崎

」
,
「
絵

島

ケ
磯
」

宀
由
良

の
門
」
が
上
げ
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

『
万
葉
集
』
を
典

拠

と
し
た
地
名

の
み
で
な
く
、
特
殊

で
新
奇
な
歌
枕
や
地
名
が
求
め
ら
れ
て

い

る
傾
向
が
指
摘

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

こ
と

か
ら
、
「
山
」
「
河
」
「
野
」
「
関
」
「橋

」
「海

路
」
の
六
歌

題

に
お
い
て
は
歌
枕
及
び
地
名
が
重
要
な
位
置

を
占
め
て

い
る
。

そ

の
点

か

ら
、
歌
枕
地
名
を
歌
み
入
れ

る
べ
き
歌
題
と
し
て
選
択
さ
れ
だ
と

考

え

ら̀

れ

る
。

し
か
も
、、
堀
河
百
首

の
四
季

の
歌
題
配
列

は
、
ほ
ぼ

『
古
今
集

h
以
来

の

勅
撰
集

の
歌
材

・
部
立

・
配
列
に
な
ら

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
雑

の
歌
題

に

お

い
て
も
同
様

に
勅
撰
集

の
雑

の
部
立

の
配
列
構
成

を
基

と
し
て
い
る
と
考

え

る
。

『
古
今
集
』
以
来
、
歌
枕

や
名
所

を
主
題

と
し
た
配
列
が
定
着
さ
れ

て
い

る

こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
六
歌
題

は
歌
枕
歌

・
名
所
歌

の
題
と
し

て
の
配
列
意

・識

に
拠

っ
て
設
定

さ
れ
た
歌
題

と
推
察

で
き

る
だ

ろ
う
。

(注

1
)

久
保

田
淳
氏

「
藤
原
俊
成

の
青
年
期

の
作

品
に
つ
い
て
」
(
『
国
語

と
国
文
学
』
昭

41
、
1
)
、
松
野
陽

一
氏

「
組
題
構
庇
意
識

の
碓
立
、

と
継

承
」
(『
文
学

・
語
学
』
昭

49

・
1
)
、
橋
本
不
美
男
、
滝
沢
貞

夫
著

『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ

の
研
究
本
文
研
究
編
』

を
参
照
。

(注

2
)
拙
稿

「
堀
河
百
首
題

『
橋
』
を
め
ぐ

っ
て
」
(
『
文
芸
論
叢

』
第

巧

号
)
を
参
照
。
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